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新年度を迎えました。

子供達は、新しい気持ちで元気いっぱいに通学を始めています。

この時期は、特に、小学校１年生は慣れない通学路を登下校するため、交通事故などに遭いやすいと

言われています。 子供達の安全を守るため、ぜひ見守り活動へのご協力をお願いします。

★「ホットスポット」を意識した見守りをしましょう！

例えば、フェンスや仕切りなどがない駐車場やアパートの階段など

は簡単に入れて、駐車中の車の間や階段の踊り場に潜めば、周り

から見えにくくなる「ホットスポット」です。

★まとまった時間がとれない方へ！「ながら見守り」がオススメです！

散歩、花の水やり、仕事などをし「ながら」、

＊子ども達を長時間じっと見つめている人や後をつける不審者がいないか見守る

＊不審者を見かけたら通報する

＊防犯の帽子やタスキ、ベストなどを着用する

＊あいさつをする

ことで、不審者に対する抑止力となれます。
あいさつをすることで地域のコミュニティが形成され、それを見た不審者は「この地域はまずい。」

と感じ、犯罪を思いとどまらせることができます。

要するに、ながら見守りでは、不審者に対して、

「この地域の住民の目が、自分に向けられている」と感じさせること

が大切です。

周囲から「入りやすくて見えにくい」犯罪が起こりやすい場所



※予算に限りがありますので、購入前に必ずお住まいの各市町村（下記防犯担当係）
にお問い合わせください。

大分県と各市町村では、今年度も特殊詐欺被害防止対策「犯人と話をしない」対策として有効な

電話機（または外付け機器）の購入費の３分の２（上限１万円）を補助しています。

「大分県特殊詐欺等被害防止条例」が施行されて1年が経過しました。

この条例は、県や県民、事業者等の責務や各種対策を明確化し、更なる対策を強力

に進めていくことを目的として制定されました。

条例では、大きく分けて「オール大分による総合的な対策」「犯行拠点（アジト）対策」

「架電リスト（名簿）対策」の３つの柱で構成されています。

その中でも、皆さんに一番関わりの深い、「オール大分による総合的な対策」につい

てご紹介します。

＊県民に関するもの＊

・ 県民は、特殊詐欺に関する知識と理解を深め、日頃から被害の防止対策に取り組むよう努めること。

・ 被害に遭っているおそれがある人を発見したときなどは警察へ通報すること。 など

＊事業者に関するもの＊

・ 被害に遭っているおそれがある人を発見したときなどは警察へ通報し、声かけなどの措置をとること。

・ 事業活動が特殊詐欺に利用されないよう必要な措置をとること

など大分県民や事業者の努力義務について定めています。

本年３月末まで、事業者の方からの通報により、阻止できた件数は２３件、金額は約２０６万円

にものぼります。


